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担当者の自己紹介

• 湯淺 墾道 （ゆあさ・はるみち）
– 1970年生

青山学院大学法学部公法学科卒業
慶應義塾大学大学院法学研究科政治学専攻
博士課程退学

– 中央学院大学、慶應義塾大学、名古屋商科大
学等で非常勤講師

– 2004年九州国際大学法学部専任講師、2005
年助教授、2007年准教授、2008年教授、副
学長（9月～）

– 2011年情報セキュリティ大学院大学情報セキ
ュリティ研究科教授、九州国際大学客員教授



3

• 九州大学法学部非常勤講師

• 九州大学大学院システム情報科学府非常勤

講師

• 九州大学大学院統合新領域学府ライブラリ

ー・サイエンス専攻非常勤講師

• 国立大学法人九州大学情報セキュリティ専

門委員会委員

• 北九州市情報公開審査会委員・会長代理

• 北九州市男女共同参画審議会委員・副会長

4

参考書について

• 湯淺墾道『情報化社会の政治と制度』（2006年、オ

ブアワーズ）

• 酒匂一郎『インターネットと法』（信山社）

• 加賀山茂・松浦好治『法情報学（第2版）』（有斐閣）

• 高橋和之・松井茂記『インターネットと法（第3版）』

（有斐閣）

• 岡村久道編『サイバー法判例解説（別冊NBL）』（商
事法務）

• いしかわまりこ・村井のり子・藤井康子『リーガルリ

サーチ』（日本評論社）
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• 井上照幸『テレコムビジネス年表』（2004年、大月書

店）

• 林紘一郎『情報メディア法』（2006年、東京大学出版

会）

• マーシャル・マクルーハン、栗原裕・河本仲聖訳『メデ

ィア論』（みすず書房、1987年）

• ローレンス・レッシグ、山形浩生訳『CODE』（翔泳社、

2001年) 
• 指宿 信『法情報学の世界』（日本評論社、2010年）
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講義計画

• (1)法情報の収集（3回）
• 判例、法令その他Web上の法情報の収集および評価の方

法
• (2)Wordの活用法（1回）
• 論文およびレポートを執筆する際のWordの活用方法
• (3)Excelの活用法（6回）
• 法学・政治学に関連するデータをExcelで処理する方法
• 四則演算の仕方、データの集計の仕方、基本的な関数の

使い方、グラフの作成方法、相関分析、回帰分析
• (4)PowerPointの活用法（4回）
• 研究成果を公開するためのプレゼンテーション・ソフトの活

用方法
• (5)まとめ（1回）
• サイバースペースおよび関連する法制度に関する近時の

動向等
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成績評価について

• 試験は実施しません

• 平常点

• 毎日課題を提出

• 集中講義の進行

– 8月30日(火) 1～5限
– 8月31日(水) 1～5限
– 9月1日(木) 1～5限
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課題提出用メールアドレス

• report@zak.att.ne.jp

•題名(subject)
学籍番号・氏名だけを記入



法情報学とは
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法情報学の現状

判例検索
法令検索

検索・収集

生成
XML

データベース
処理

統計手法

プレゼン

情報法
（サイバー
スペース法）

デジタル
フォレンジック
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法情報学の現状

情報法
（サイバー
スペース法）

条約

法令

国際的規格・認証等

国内規格・認証等
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統計手法について

• 多変量解析

–相関分析

–回帰分析

–主成分分析

–因子分析

• テキストマイニング

• 政治学、政治過程論における主流

• 法社会学、犯罪学

••原理と、統計ソフト原理と、統計ソフト
ウェアの出力（結ウェアの出力（結
果）の見方を理解す果）の見方を理解す
ればよいればよい
••数式を理解する必数式を理解する必
要なし要なし
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「サイバースペース」の語源

• cyber space
• ウィリアム・キブスンのSF小説

『ニューロマンサー』（1984年）

• William Gibson, NEUROMAN
CER (1984).

14



15

「情報」と「宇宙」
は、実は近似のイ
メージ（例：「2001
年宇宙の旅」）
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ネットワーク
上の空間・
仮想空間

現実空間
融合
共振

技術進歩

マクルーハンのメディア論
人間の身体知覚と、電子メディアが接合

して生まれるメディア環境

マクルーハンのメディア論
人間の身体知覚と、電子メディアが接合

して生まれるメディア環境



法令・判例の検索
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アメリカ

• ロースクール
• Legal Research

• 判例
–先例法

• 法令
– Code

• 引用
– Uniform System of Citation
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例1

• このため2002年3月に、超党派の2002年選挙

運動資金改革法(Bipartisan Campaign Refor
m Act)[1]が成立した[2]。2002年改革法は、共

同法案提出者で ・・・

[1] Bipartisan Campaign Reform Act of 2002, 
Pub.L. 107-155, 116 Stat. 81 (2002).

• [2] 内容につき、中川かおり「2002年超党派選

挙運動改革法」外国の立法213号（2002年）16
5頁以下。
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• 連邦レベルにおけるインターネットの選挙運動にお
ける利用の規制としては、連邦選挙管理委員会(Fed
eral Election Commission)[1]によって2006年に行わ
れた「インターネット通信(Internet Communications)」
に関する連邦選挙運動規則改正[2]がある。

•
[1] 連邦選挙委員会の概要につき、2002年の法改正
前のものではあるが、三枝一雄｢アメリカ連邦選挙委
員会制度について(一)(二)｣選挙1996年7月号、8月
号（1996年）参照｡

• [2] Federal Election Commission, Internet Commu
nications, 71 FR 18589 (2006).
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• 改正された規則では、連邦選挙運動法の規

定である「広報通信」について、§431の規定を

受けてさらに次のように補足的に定めた[1]。
•

[1] 11 C.F.R. § 100.26.
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法令・判例の検索（日本）

• 有料データベース

–第一法規
–判例体系
–判例マスター
–判例秘書
–Lexis-Nexis
–West-Law

• 無料ツール
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法令

• 法令データ提供システム

• http://law.e-gov.go.jp/

• 条例

• 統一データ提供システムなし

• 自治体によりWeb例規集

• 条例Web検索システム

• http://jorei.slis.keio.ac.jp/
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自治体に関するデータ

• 統計でみる都道府県のすがた
• http://www.stat.go.jp/data/ssds/5a.

htm

• 統計でみる市区町村のすがた
• http://www.stat.go.jp/data/ssds/5b.

htm
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文献に関するデータ

• Cinii
• http://ci.nii.ac.jp/

• Web cat Plus
• http://webcatplus.nii.ac.jp/

• 法律判例文献情報（第一法規）
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課題（1）

• 一時、「100歳以上高齢者」の問題が世間を賑

わした。この問題に関して、個人情報保護法が

自治体の部署間の情報共有を妨げているとい

うのは本当か。

任意の自治体を選んで、個人情報保護に関す

る条例の構造を調べ、自治体の部署間の住民

個人情報の共有の問題点についてレポート（1
200字以上）を作成しましょう。
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課題(2)

• 小泉改革以降、個人の所得格差と並んで、地

域間の格差が拡大しつつあるというのは本当

か。

データを検索して、地域間の経済格差は本当

に拡大したのかどうかについてのレポート（120
0字以上）を作成しましょう。
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課題(3)

• 平成22(ワ)4971 個人情報漏洩損害賠償請求

事件・福岡地判平23・3・16の判例評釈を作成

しなさい。


